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配当支払開始予定日 ―

1.  平成22年3月期第1四半期の業績（平成21年4月1日～平成21年6月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第1四半期 101 4.5 5 △25.2 5 △25.6 1 △39.6

21年3月期第1四半期 97 ― 6 ― 6 ― 2 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第1四半期 481.37 467.94
21年3月期第1四半期 797.33 763.53

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第1四半期 345 323 93.7 96,671.17
21年3月期 374 326 87.4 97,755.99

（参考） 自己資本   22年3月期第1四半期  323百万円 21年3月期  326百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― ― ― 1,500.00 1,500.00

22年3月期 ―

22年3月期 
（予想）

― ― 2,000.00 2,000.00

3.  平成22年3月期の業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
累計期間

172 3.4 △24 ― △24 ― △15 ― △4,589.11

通期 600 24.7 73 36.0 73 34.0 41 41.5 12,463.52
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4.  その他 

(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧下さい 

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項
等の変更に記載されるもの） 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第1四半期 3,344株 21年3月期  3,344株

② 期末自己株式数 22年3月期第1四半期  ―株 21年3月期  ―株

③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 22年3月期第1四半期 3,344株 21年3月期第1四半期 3,344株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】３．業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 
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 当第１四半期におけるわが国経済は、公共投資など補正予算の効果から持ち直しの動きが見られ、急速な景気後

退局面からは脱しつつあると思われます。しかしながら、企業収益・設備投資の減少や雇用情勢の悪化には歯止め

がきかず、今後も消費低迷の状況が続くのではないかと懸念されております。 

 このような経済情勢の中、当業界におきましては、景気低迷の長期化に対する懸念や将来の就労人口の減少を背

景として、企業の効率化、省力化への動向は継続しており、今後も事業の再構築の手段としてアウトソーシングの

ニーズは依然として高まっていくものと考えております。 

 その中で当社は、経営方針にある「お客様への価値あるサービスの提供」として、顧客企業に対し給与計算に係

る人材、労働時間等の経営資源をより生産性の高い業務へ転換していただくことによるコストの削減、顧客企業内

からの個人情報漏洩への対策等、企業リスクの観点から給与計算アウトソーシングサービスの提案を行ってまいり

ました。同時に給与計算に付随するシステム開発という付加価値サービスの提案を行ってまいりました。 

 以上の結果、当第１四半期における業績については、売上高は101,919千円、営業利益は5,012千円、経常利益は

5,181千円、税引前四半期純利益は4,431千円及び四半期純利益は1,609千円となりました。 

 事業の種類別の業績といたしましては次の通りであります。 

 ペイロール事業においては、厳しい経営環境の中、既存顧客の委託解除や処理単価の減少など苦戦を強いられま

したが、テレマーケティング及びセミナー開催などを実施し、新規顧客の獲得に向け積極的な営業活動に取り組ん

でまいりました。その結果、月例給与計算業務の新規顧客社数は13社獲得することができました。また、住民税処

理業務につきましても、新規の受託により、対前年の処理件数を大幅に伸ばすことができ、その結果、ペイロール

事業の売上高は101,919千円となりました。 

 賃金コンサルティング事業においては、当第１四半期において取引は発生しておりませんが、今後、給与計算業

務及び総務・人事関連業務に関するノウハウをより一層高め、顧客企業に対し高品質なコンサルティングを提供し

ていく方針であります。 

  

（1）資産、負債及び純資産の状況 

 当第１四半期末における総資産は、前事業年度末に比べ29,088千円減少し、345,111千円となりました。これ

は主に売掛金が37,511千円増加した一方、現金及び預金が65,973千円減少したことによるものであります。 

  当第１四半期末における負債は、前事業年度末に比べ25,460千円減少し、21,843千円となりました。これは主

に未払法人税等が22,482千円減少したことによるものであります。     

  当第１四半期末における純資産は、前事業年度末に比べ3,627千円減少し、323,268千円となりました。これは

主に繰越利益剰余金が3,406千円減少したことによるものであります。     

（2）キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動による支出59,429千円、投

資活動による支出2,749千円、財務活動による支出3,794千円により前事業年度末に比べて65,973千円減少し、

229,456千円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果使用した資金は59,429千円となりました。これは主に売上債権の増加37,511千円及び法人税等

の支払額23,788千円によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は2,749千円となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出1,937千円

によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は3,794千円となりました。これは配当金の支払い3,794千円によるものでありま

す。 

  

 平成21年４月28日に発表いたしました平成22年３月期（平成21年４月１日～平成22年３月31日）第２四半期累計

期間及び通期の業績予想に変更はございません。 

 なお、将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお

り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。  

定性的情報・財務諸表等

１．経営成績に関する定性的情報

２．財政状態に関する定性的情報

３．業績予想に関する定性的情報
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  税金費用については、当第１四半期を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。  

  なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。  

  

  該当事項はありません。   

４．その他

（１）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（２）四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成21年６月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 229,456 295,429 

売掛金 66,147 28,636 

繰延税金資産 3,300 3,300 

その他 3,748 1,955 

貸倒引当金 △178 △91 

流動資産合計 302,475 329,231 

固定資産   

有形固定資産   

工具、器具及び備品（純額） 12,002 11,905 

その他（純額） 874 924 

有形固定資産合計 12,876 12,830 

無形固定資産   

ソフトウエア 9,837 11,243 

無形固定資産合計 9,837 11,243 

投資その他の資産   

投資有価証券 1,884 3,006 

その他 18,038 17,888 

投資その他の資産合計 19,922 20,894 

固定資産合計 42,636 44,968 

資産合計 345,111 374,200 

負債の部   

流動負債   

買掛金 2,657 1,978 

未払金 5,154 6,214 

未払法人税等 3,160 25,642 

その他 10,870 13,468 

流動負債合計 21,843 47,304 

負債合計 21,843 47,304 

純資産の部   

株主資本   

資本金 214,075 214,075 

資本剰余金 60,425 60,425 

利益剰余金 49,199 52,605 

株主資本合計 323,699 327,105 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △431 △209 

評価・換算差額等合計 △431 △209 

純資産合計 323,268 326,896 

負債純資産合計 345,111 374,200 
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（２）四半期損益計算書 
（第１四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 

 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

売上高 97,541 101,919 

売上原価 58,407 58,872 

売上総利益 39,134 43,046 

販売費及び一般管理費 32,431 38,034 

営業利益 6,703 5,012 

営業外収益   

受取利息 199 114 

保険解約返戻金 58 － 

その他 29 54 

営業外収益合計 286 169 

営業外費用   

株式交付費 28 － 

営業外費用合計 28 － 

経常利益 6,961 5,181 

特別損失   

投資有価証券評価損 － 750 

訴訟関連損失 2,114 － 

特別損失合計 2,114 750 

税引前四半期純利益 4,847 4,431 

法人税等 2,180 2,040 

過年度法人税等 － 781 

四半期純利益 2,666 1,609 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 

 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 4,847 4,431 

減価償却費 2,782 3,297 

投資有価証券評価損益（△は益） － 750 

売上債権の増減額（△は増加） △24,783 △37,511 

営業債務の増減額（△は減少） △205 678 

未払金の増減額（△は減少） 2,159 △1,059 

未払費用の増減額（△は減少） 132 1,128 

未払消費税等の増減額（△は減少） 80 △4,654 

その他 △1,319 △2,841 

小計 △16,307 △35,780 

利息及び配当金の受取額 225 139 

法人税等の支払額 △87 △23,788 

営業活動によるキャッシュ・フロー △16,168 △59,429 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △2,761 △1,937 

無形固定資産の取得による支出 △1,961 － 

敷金及び保証金の差入による支出 △1,275 － 

その他 － △812 

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,999 △2,749 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △3,941 △3,794 

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,941 △3,794 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △26,109 △65,973 

現金及び現金同等物の期首残高 243,660 295,429 

現金及び現金同等物の四半期末残高 217,550 229,456 
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 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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